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1 区間 I 上の関数 f(x) と区間 J の関数 g(x) に対して,
f(I) = {f(x) | x ∈ I} ⊂ J をみたすとき, 合成関数

g ◦ f : I ∋ x 7→ g(f(x)) ∈ R

が定義される. このとき, f が I 上連続で, g が J 上連続ならば, g ◦ f
は I 上連続であることを示せ.

2 区間 [0,∞) 上の連続関数 f(x) は,

f(x) > 0 for ∀x ∈ I, lim
x→∞

f(x) = 0

をみたすとする.

(1) 方程式 f(x) = x には, [0,∞) に解が存在することを示せ.

(2) 集合 {x ∈ [0,∞) | f(x) > f(0)/2} は上に有界であることを示せ.

(3) 関数 f(x) は [0,∞) 上で最大値を取ることを示せ.

3 数列 {an}n∈N は区間 I に値をとる基本列であり, I 上の関数 f(x) は I
上一様連続であるとする. このとき, 数列 {f(an)}n∈N は基本列になる
ことを示せ.
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(1) 区間 I 上で連続であるが, I 上で微分可能でない関数の例を与えよ.

(2) 区間 I 上で微分可能であるが, I 上で C1級でない関数の例を与えよ.

(3) 区間 I 上で C1級であるが, I 上で２回微分可能でない関数の例を与
えよ.
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